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GPS 観測により得られた1998年岩手県内陸北部の地震(M6.1)の断層モデル

Fault parameters of the M6.1 earthquake occurred in Iwate prefecture on September, 3,
1998, derived by GPS observation
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1998 年 9 月 3 日 16 時 58 分に，岩手山山頂の南西約 10km を震央とする岩手県内陸北部地震(M6.1)が発生した．

震源域周辺では，南北約800m にわたって地表地震断層が出現し，その断層運動による最大変位は約40cm に達した．

東北大学では，火山活動が活発化していた岩手山周辺の詳細な地殻変動を観測することを目的として，高密度GPS

連続観測網を設置していたため，震源ごく近傍の観測点を含む観測網で，この地震に伴った地震時地殻変動をとら

えることができた．この地震は，岩手山の火山活動の最中に発生しているものの，発震機構の研究結果から，非ダ

ブルカップル成分を多く含むような火山性の地震ではなく，通常のせん断破壊による地震であったと考えられる．

本報では，東北大学および国土地理院の GPS 連続観測網により観測されたこの地震による地震時地殻変動から，測

地インバージョン法を使って，この地震の断層モデルを構築した．単一断層モデルを仮定して推定されたモデルパ

ラメターは，傾斜方向が西北西，傾斜角が約35 度で約45 の右横ずれ成分を含む逆断層であることがわかった．こ

れは，地震波形のインバージョンによるものと概ね調和的であり，とくに地震モーメントについては，非常に良い

一致を示している．インバージョンに際しては，モデル断層の位置についても未知パラメターとして推定を行った

が，得られた結果は，本震や余震の震源域とほとんど重なった．したがっ て，良好な観測点配置と良質で十分な

観測データがあれば，GPS 観測データから，断層位置の推定も可能であることを示している．

得られた単一断層モデルをもとにして，それをいくつかの小断層に分割した多重断層モデルを仮定し，各小断

層のすべり量のみを未知パラメターとして，インバージョンを行った．しかし，分割数の少ないモデルについても

得られた AIC は単一断層モデルより大きくなり，統計的には単一断層モデルが最適であるという結果を得た．各多

重断層モデルのパラメター数と，RMS，AIC の関係を検討した結果，多重断層モデルの中では，10km×10km の単一

断層モデルを走向方向に3 分割したモデルが，断層運動の特徴を示している可能性が高いことが明らかになった．

各小断層の中では，中央のセグメントですべり量が最大であり，南側セグメントで最小であった．この結果は，低

周波の地震波波形のインバージョンにより推定されたモーメント解放量の分布と調和的である．

この地震発生以前に活発であった岩手山山頂西側の浅発地震活動域において，その西半分では地震発生後に地

震活動が低調になり，東半分では逆に活発になった．本研究で得られた単一断層モデルをソースとしてΔCFF を計

算したところ，この地震活動の変化は，ΔCFF により概ね説明可能であることが明らかとなった．また，この地震

発生以後は，観測されている地殻変動速度がそれ以前と比較して 1/6 程度になったが，1998 年 10 月から1 年間の

データを用いてインバージョンを行った結果，岩手山西部の深さ約 5km の位置に球状圧力源の存在が示唆されたこ

とから，上記期間については西岩手火山周辺のマグマ活動が依然として継続していたことが明らかになった．


